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キラッ人
と

いなわしろ

ホットニュース

　　　　　　
1975年 12月 31日生まれ。郡山市出身。
尚志高校トランポリン部に入部し、トラ
ンポリンを始める。１年生で高校総体・
東北大会に出場。翌年の全国高校総体で
２年生ながら女子個人で優勝。全国の頂
点に立つ。平成５年、アメリカで開催さ
れた国際大会のパンパシフィックトラン
ポリン競技選手権大会・シンクロナイズ
ド競技で５位入賞。趣味は手芸。

　昨年４月から週に一度、長瀬ス
ポ少のトランポリンのコーチとし
て子どもたちを指導する渡部邦江
さん。渡部さんが本格的にトラン
ポリンを始めたのは高校１年生の
時。「中学校３年間は器械体操部
に所属していました。でも、どう
しても一番になれず、悩んでいた
んです。そんな時、当時の顧問の
先生から『高校でトランポリンを
やってみないか』と勧められ、尚
志高校のトランポリン部に入部す
ることを決めました」。
　トランポリンに出会ってからは、
猛練習を送る日々。「練習は本当
につらかった」と当時を振り返り
ます。しかし、その努力が報われ、
高校２年生で出場した全国高校総
体で見事優勝を果たします。高校

卒業後は、仲間と立ち上げた「郡
山トランポリンクラブ」の代表も
務めています。
　「私の子どもが長瀬スポ少でお
世話になっていました。子どもは
小学校を卒業しましたが、恩返し
の気持ちからトランポリンのコー
チをさせてもらっています」と
コーチに就任した経緯を話します。
　「スポ少の子どもたちはとても
素直で、いつも練習を頑張ってい
ます。子どもたちには、トランポ
リンを通じて、もっと上手くなろ
うとするチャレンジ精神を養って
ほしいです」。
　そう話した渡部さんの模範演技
は、今にも天井に届きそうなほど
に高く躍動感に溢れ、子どもたち
の目をくぎ付けにしました。

渡部 邦江 さん（幸野）

Profile わたなべ・くにえ

　2020 年に開催される東京オリンピック・パラリンピック競技大会
の入賞メダルに、不要になった携帯電話などに含まれるリサイクル材
が活用されることになりました。
　東京 2020 組織委員会が主催するこの取り組みに、全国の自治体が
協力することになり、猪苗代町も本プロジェクトへ参加いたします。
なお、この取り組みにより 2020 年以降も小型家電などの持続可能な
リサイクル促進につながることが期待されます。
　本町では、町役場１階町民生活課前に携帯電話専用の回収ボックス
を設置しています。個人情報などのデータは、あらかじめ削除してか
らお出しください。また、回収品および機器内のデータは返却できま
せんので、ご了承ください。回収ボックスは平成 31 年３月末まで設
置する予定です。詳しくは、本プロジェクトのホームページ（http://
www.toshi-kouzan.jp）をご覧ください。

主催：東京 2020 組織委員会
問町民生活課　環境係　☎（62）2114

「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」
皆さんの携帯電話が五輪メダルに生まれ変わります

役場内に設置された回収ボックス


